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札幌劇場連絡会会長
　
藤村智子
一一年目を迎えたTG
R札幌劇場祭2016は一一
月一日から一二月四日まで三四日間の会期で、三二団体が参加した。そのうち大賞に一八劇団、 新人賞に七劇 、計二五劇団が賞にエントリー。今年は北海道演劇財団二〇周年、付設のシアタ ZーOO一五周年、コンカリーニョ一〇周年、BLO
C
H一五周年、こぐま座四〇周
年と、札幌の劇場文化を支えてきた各劇場が節目を迎えた でもあった。
　大賞にエントリーした一八作品の中から最終候補五作
品には劇団カチノル「お伽の棺」 （韓国・光州広域市）青年団リンク
 ホエイ「珈琲法要」 （東京） 、そして地元
札幌から、劇団wor
d
s
 o
f
 he
a
rts「ニュー
トンの触媒」 、劇団アトリエ「蓑虫の動悸」 、コンカリーニョプロデュース「ちゃっかり八兵衛」が選ばれた。
その結果、大賞には青年団リンク
 ホエイ「珈琲法要」
（作・演出
/
山田百次）が、また特別賞二つの内、作品
賞に劇団カチノル「お伽の棺」 （作
/
横内謙介、演出
/
キム・ヨンロク）企画賞にコ カリー プロデュースの 「ちゃっかり八兵衛」 （作
/
マキノノゾミ、 演出
/
南参）
がそれぞれ受賞した。
青年団リンク
 ホエイ「珈琲法要」は、江戸後期にロ
シアの侵攻に備えて北方警備にあたった津軽藩士の苦闘を全編津軽弁で演じた作品。極寒の地で病人が続出し、
幕府は万病に効くといわれた南蛮渡来の「珈琲」を配給したという。亡くなった藩士の名前を一人一人あげて法要するシーンは圧巻であり、あまり語られることの無かった北海道の裏面史に光をあてた優れた作品であった。
特別賞の『作品賞』を受賞
した韓国・光州広域市の劇団カチノル「お伽の棺」は日本の劇作家横内謙介の脚本で、日本の民話「鶴の恩返し」に題材をとった作品。シンプルな舞台構成と抑えた照明が物 へと誘う。単調に暮らしていた村社会 中に迷い込んできた美しい娘。鶴 異人の女として描かれており、閉ざされ 集落は美しい異人が闖入することによ てさざ波がたち、利用し、やが排除する。村社会の秩序を維持する めに異人は排除されるのだ。どこか現在の世界情勢に通底するものがあった。
特別賞の『企画賞』を受賞したコンカリーニョプロ
デュース「ちゃっかり八兵衛」はコンカリーニョ一〇周年記念事業の一つ。スタッフ、キャストに今札幌で考え
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られる最強の実力派中堅・若手を揃えて、舞台と客席がまさに一体となった空間を創りあげ、見事に会場を沸かせた。あの陣容と劇場空間の創出は、コンカリの一〇年の歩みと実績を物語るに十分 ものがあった。
最終候補五作品に残っ
た、劇団wor
d
s
 o
f

he
a
rts「ニュートンの
触媒」 （作・演出
/
町田誠也）
はナイロン九九を発見したアメリカの化学者ウォーレス・カロザースという実在の人物をモデルにした創作。脚本への評価が高く、舞台構成も良かった。ま 劇団アトリエ「蓑虫の動悸 出
/
小佐部明広）は人
間の孤独と不安、他者を求めながら自己沈潜していく過程をモノトーンの静謐な舞台で表現した。
新人賞にエントリーしたのは、劇団plus＋
「NAMARA」 、さっぽろ学生演劇祭「桜田四姉妹、婚活をする」 、 劇団・木製ボイジャー
号「拝啓
 臆病者共」 、
演劇ユニット
 カラフルホリデー「ムーンライト
 ラズベ
リー」 、 劇団ひまわり
 S
Pクラス 「おいてけ堀のはげちゃ
びん」 、総合学園ヒューマンア デミ 札幌校「真夏夜の夢 芸術ユニッ
 えん 「紡人|つむぎびと|」
の七作品。 劇団・木製ボイジャー
号 「拝啓
 臆病者共」 （脚
本・演出
/
鎌塚慎平）が新人賞を受賞した。いわゆる
集団自殺をするために集まってきた若者達。生きるにも死ぬにも誰かと繋がっていたい現代の若者の一面を描いて、七作品の中で最も完成度が高かった。
審査員賞は新芸能集団乱拍子 「いっすんさきは夢」 （作
/
乱拍子、演出
/
村場踊）が受賞した。TG
R初参
加ではあるが、長年北海道で民俗芸能の舞台活動を続けてきた実力派集団。和太鼓、獅子舞など日本の芸能が楽しめる優れた舞台だった。
この他、観客が決めるオーディエンス賞のうち『首
位打者』には審査員賞も受賞した乱拍子の「いっすんさきは夢」 、 『ホームラン王』にトランク機械シアター「ねじまきロボットアルファー
 ～わすれんぼうの
 つぎ
はぎ」 （作・演出
/
立川佳吾）が受賞した。トランク
機械シアター 現代社会のありようを人形劇というスタイルをとりながら、子供のみならず、大人にも優しく伝え、今回も評価は高かった。
以上、 TG
R札幌劇場祭2016の各賞を概観した。
TG
Rは一年ごとに振り返りをし、軌道修正を積み重
ねて、いつの間にか一一年目を迎えたというのが実感である。見直すべきところはまだまだ尽きず、課題は山積している。しかし劇団の成長を願い、 劇が市民の身近に 環境を実現したいという 不変である。劇団と劇場が共に手を携 て魅力あるTG
Rを作
り上げていきたいと思っている。
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